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＊　福島大学総合教育研究センター・高等教育開発部門

　本資料は，福島大学において平成13年度より実施されてきた「教育改善のための学生アンケート」
（授業アンケート）について，公表されているデータをもとに経年比較を行い，その結果をまとめ
たものである。本資料では，『総合教育研究センター紀要』第16号に掲載の「「教育改善のための学
生アンケート」平成13-14年度データの経年比較資料」の続報として，共通教育（共通領域，自己
デザイン領域）の科目郡別，専門教育の学類別の集計結果をまとめている。福島大学の教育活動を
ふり返り，更なる充実を図る上での基本データとして，これら２つの経年比較資料を併せて御参照
いただきたい。
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  「教育改善のための学生アンケート」経年比較資料（続報）
―科目郡別・学類別集計の結果から―

丸　山　和　昭*

１．はじめに
　本資料は，福島大学において平成13年度より実施さ
れてきた「教育改善のための学生アンケート」（授業
アンケート）について，公表されているデータをもと
に経年比較を行い，その結果をまとめたものである。
本資料では，『総合教育研究センター紀要』第16号に
掲載の「「教育改善のための学生アンケート」平成
13-14年度データの経年比較資料」の続報として，科
目郡別，学類別の集計結果をまとめている。具体的に
は，各年度の『福島大学FDプロジェクト活動報告書』
に掲載された共通教育（共通領域・自己デザイン領域）
の科目郡別集計，及び専門教育の学類別集計をもとに，
各設問の回答傾向の推移を一覧表及びグラフにて示し
ている。
　「教育改善のための学生アンケート」については，
授業アンケートの実施回数，質問内容，活用方法につ
いて教職員及び学生の双方から改善が期待されてい
る。平成26年度前期については，課題の一部への対応
策として質問紙の改訂を図ったところであるが，引き
続き，抜本的な改善を目指した議論を続けていく必要
がある。そのためにも，現行のアンケート実施方針の
なかで明らかにしうる実績の分析と共有は欠かせない
ものであろう。「教育改善のための学生アンケート」
の更なる充実に向け，前回資料と併せて本資料を御参
照いただきたい。

２．授業アンケート実施の経緯と概要
　授業アンケート実施の経緯と概要については，前回
資料でも示したところではあるが，本資料でも簡単に
触れておきたい。「教育改善のための学生アンケート」

（授業アンケート）は平成13年度から開始された。開

始当初は21項目（選択式・自由記述式込み）のアンケー
トであったが，その後，数度にわたる調査項目の精選
が行われてきた。現行の授業アンケートは，平成26年
度前期の改訂に基づくもので，９項目の設問から構成
されている。
　授業アンケートの目的は，第１に教員個人の授業改
善，第２に学生のふり返りで，これは平成13年度以来，
変わっていない。アンケート結果の活用は，以下の３
つの方針にしたがって行われており，これも平成13年
度から変化がない。

　・福島大学における授業アンケート活用方針

①アンケートの本来の趣旨以外の目的で使われる
ことを避けるため，個々の授業ごとの集計は授
業担当者のみに返すこととし（データ入力と集
計はすべて外注），FDプロジェクトをはじめ，
いかなる組織でもそのデータを扱わない。

②大学として教育改善に取り組むためには何らか
のデータ分析は不可欠である。そこで，別表に
示した科目群で集計をし，その結果については
全学の検討に付す。その際，クラスサイズが一
桁以内の授業は集計から除外する。また，授業
科目が特定できるケースについては公表からは
ずす。

③自由記述内容については，個々の授業担当者が
参考にすべきものであり，公表はしない。

　　（『平成13年度福島大学FDプロジェクト活動
　　　報告書』77-78頁）
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３．本資料の取りまとめの方針
　以上の方針の下，福島大学における授業アンケート
の結果については，各授業担当者への返却を基本とし
つつも，共通教育（共通領域・自己デザイン領域）の
科目郡別集計，及び専門教育の学類別集計が，各年度
の『福島大学FDプロジェクト活動報告書』（福島大学
HPのhttp://www.fukushima-u.ac.jp/for_student/fd/
fd.htmlより閲覧可能）に掲載されてきた。本資料が
経年比較に用いるのは，これらの報告書を通じて公表
された平成13年度から平成25年度にかけての集計結果
である。具体的には，科目郡別・学類別の回答者数の
推移と，現行アンケートにおいても継続的に質問が設
けられている「授業１回あたりの授業外学習時間」，「授
業姿勢の評価」，「教育方法の評価」，「授業内容の評価」，

「総合的な満足度」の５項目について，前期・後期そ
れぞれの回答傾向の推移を一覧表及びグラフにまとめ
ている。
　なお，経年比較を行うにあたり，本資料では以下の
方針に基づいて取りまとめを行った。まず「教育改善
のための学生アンケート」は平成18-20年度にかけて，
従来版と簡易版が並行して実施されているが，この期
間については互いに異なる設問については別個に，共
通する設問は合わせてデータを集計した。また，平成
13年度後期と平成14年度前期は，現行に合わせて点数
を逆転（「強くそう思う」＝５～「まったくそう思わ
ない」＝１）させて集計した。

４．経年比較の結果の概要
　「授業１回あたりの授業外学習時間」，「授業姿勢の
評価」，「教育方法の評価」，「授業内容の評価」，「総合
的な満足度」の５項目について，今回の経年比較の結
果の概要は次の通りである。

【授業１回あたりの授業外学習時間】
　授業１回あたりの予習・復習等の授業外学習時間を
答える設問について，「30分未満」を選択した者の割
合の経年比較を行った。同設問は平成18年度後期から
設けられた。共通教育全体，専門教育全体では，授業
外学習時間が「30分未満」である割合が次第に減少す
る傾向にある。また共通教育の方が，専門教育よりも，

「30分未満」を選択する割合が低い傾向にある。共通
教育の科目郡別集計でも，多くの場合，「30未満」の
割合が次第に減少する傾向にあるが，科目群による差
が大きい。平成25年度の結果で，最も「30分未満」の
割合が低いのは前期・後期ともにドイツ語である。ま
た調査開始時点からの「30分未満」の割合の減少傾向
が最も大きいのは前期・後期ともに英語である。専門
教育の学類別集計でも，「30分未満」の割合が次第に
減少する傾向にある。平成25年度の結果で，最も割合
が低いのは前期・後期ともに共生システム理工学類で

ある。また調査開始時点からの「30分未満」の割合の
減少傾向が最も大きいのも，前期・後期共に共生シス
テム理工学類である。

【授業姿勢の評価】
　教員の授業姿勢を５段階で評価する設問で，平均ポ
イントの経年比較を行った。同設問は，共通教育では
平成21年度前期から，専門教育では平成18年度後期か
ら設けられた。共通教育全体，専門教育全体では，平
均ポイントが次第に上昇する傾向にある。また共通教
育の平均ポイントが，専門教育の平均ポイントを上回
る傾向にある。共通教育の科目郡別集計でも，多くの
場合，平均ポイントが次第に上昇する傾向にあるが，
科目郡による差が大きい。平成25年度の結果で，最も
平均ポイントが高いのは前期が健康・運動科目，後期
がフランス語である。また調査開始時点からの改善度
（平均ポイントの上昇傾向）が最も高いのは前期が社
会と歴史，後期がドイツ語である。専門教育の学類別
集計でも，多くの場合，平均ポイントが次第に上昇す
る傾向にある。平成25年度の結果で，最も平均ポイン
トが高いのは前期・後期ともに人間発達文化学類であ
る。また調査開始時点からの改善度（平均ポイントの
上昇傾向）が最も高いのは，前期が人間発達文化学類，
後期が共生システム理工学類である。

【教育方法の評価】
　教育の方法を５段階で評価する設問で，平均ポイン
トの経年比較を行った。同設問は，共通教育では平成
21年度前期から，専門教育では平成18年度後期から設
けられた。共通教育全体，専門教育全体では，平均ポ
イントが次第に上昇する傾向にある。また共通教育の
平均ポイントが，専門教育の平均ポイントを上回る傾
向にある。共通教育の科目郡別集計でも，多くの場合，
平均ポイントが次第に上昇する傾向にあるが，科目郡
による差が大きい。平成25年度の結果で，最も平均ポ
イントが高いのは前期が健康・運動科目，後期がフラ
ンス語である。また調査開始時点からの改善度（平均
ポイントの上昇傾向）が最も高いのは前期が社会と歴
史，後期がフランス語である。専門教育の学類別集計
でも，平均ポイントが次第に上昇する傾向にある。平
成25年度の結果で，最も平均ポイントが高いのは前期・
後期ともに人間発達文化学類である。また調査開始時
点からの改善度（平均ポイントの上昇傾向）が最も高
いのは，前期が人間発達文化学類，後期が共生システ
ム理工学類である。

【授業内容の評価】
　授業の内容を５段階で評価する設問で，平均ポイン
トの経年比較を行った。同設問は，共通教育では平成
21年度前期から，専門教育では平成18年度後期から設
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けられた。共通教育全体，専門教育全体では，平均ポ
イントが次第に上昇する傾向にある。また共通教育の
平均ポイントが，専門教育の平均ポイントを上回る傾
向にある。共通教育の科目郡別集計でも，多くの場合，
平均ポイントが次第に上昇する傾向にあるが，科目郡
による差が大きい。平成25年度の結果で，最も平均ポ
イントが高いのは前期が健康・運動科目，後期がフラ
ンス語である。また調査開始時点からの改善度（平均
ポイントの上昇傾向）が最も高いのは前期が社会と歴
史，後期がフランス語である。専門教育の学類別集計
でも，平均ポイントが次第に上昇する傾向にある。平
成25年度の結果で，最も平均ポイントが高いのは前期・
後期ともに人間発達文化学類である。また調査開始時
点からの改善度（平均ポイントの上昇傾向）が最も高
いのは，前期・後期ともに共生システム理工学類である。

【総合的な満足度】
　授業の総合的な満足度を５段階で評価する設問で，
平均ポイントの経年比較を行った。同設問は，平成13
年度以降，一貫して調査票に含まれてきた。共通教育
全体，専門教育全体では，平均ポイントが次第に上昇
する傾向にある。また共通教育の平均ポイントが，専
門教育の平均値をわずかながら上回る傾向にある。共
通教育の科目郡別集計でも，多くの場合，平均ポイン
トが次第に上昇する傾向にある。平成25年度の結果で，
最も平均ポイントが高いのは前期が健康・運動科目，
後期がフランス語である。また調査開始時点からの改
善度（平均ポイントの上昇傾向）が最も高いのは前期・
後期ともに英語である。専門教育の学類別集計でも，
平均ポイントが次第に上昇する傾向にある。平成25年
度の結果で，最も平均ポイントが高いのは前期・後期
ともに人間発達文化学類である。また調査開始時点か
らの改善度（平均ポイントの上昇傾向）が最も高いの
は前期・後期ともに共生システム理工学類である。上
記に加えて，共通教育，専門教育に共通する特徴とし
て，調査開始時点に比較すると科目群間・学類間の差
が減少する傾向が見出される。

５．おわりに
　上述の経年比較について，詳細な一覧表とグラフに
ついては，次項以降に掲載している。関心に応じてご
確認いただきたい。
　今回の経年比較からは，福島大学における“勉強し
ない学生”の減少と，授業の姿勢・方法・内容，及び
総合的な満足度に関する評価ポイントの継続的な上昇
を見て取ることができる。これは，前回資料でも言及
した点であるが，共通教育・専門教育を全体としてま
とめた場合だけでなく，科目群別・専門教育別に見た
場合でも同様の傾向が見出されたことが，今回の経年
比較の成果であろう。

　最後に，前回資料からの繰り返しとなるが，授業ア
ンケートの結果が示すのは，福島大学における教育活
動の限られた側面にすぎないことを改めて言及してお
きたい。本資料は，授業，科目郡の優劣を測ることを
目的としたものではなく，「大学として教育改善に取
り組む」ためのデータとして，まとめたものである。
教育活動のふり返りや，授業アンケートの見直しに向
けた基礎資料として，本資料が役立つことを願う。

（記）
　本資料は，福島大学のFDプロジェクト名（平成25
年度は教育企画委員会名）にて実施してきたアンケー
ト結果に基づいて丸山が執筆を行ったものであり，文
責は丸山にある。多忙な中，質問紙の配布及び回収を
進めていただいた教職員の方々，調査にご協力いただ
いた学生の皆さんに，心からの御礼を申し上げたい。
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授業１回あたりの授業外学習時間「30分未満」の割合（前期） 
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授業１回あたりの授業外学習時間「30分未満」の割合（後期） 
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教員の授業に対する姿勢の平均評価ポイント（前期） 
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教員の授業に対する姿勢の平均評価ポイント（後期） 
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教育の方法の平均評価ポイント（前期） 
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教育の方法の平均評価ポイント（後期） 
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授業内容の平均評価ポイント（前期） 
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授業内容の平均評価ポイント（後期） 
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総合的な満足度の平均評価ポイント（前期） 
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総合的な満足度の平均評価ポイント（後期） 
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